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論文内容の要旨 
 
提出論文は、多様な人材を受け入れ、多様な人材が活躍できるようにするダイバーシティ・マネジメ
ントを日本企業が導入・定着するために必要となる人事管理システム、さらには職場風土や管理職の職
場マネジメントの在り方を、実証的に明らかにするものである。 
具体的には、先行研究を踏まえて、ダイバーシティ・マネジメントが成果を実現するためには、①人
事施策・制度と②職場マネジメントと職場風土の両者が、多様な人材活用に対応していることが不可欠
との仮説を提示し、実証研究を行っている。日本の大企業と外資系企業の事例研究、新・ダイバーシテ
ィ経営企業100選受賞企業に関する公表資料の再分析、さらには大企業の従業員を対象として実施した
個人調査の詳細な分析など多様な研究方法を活用し、ダイバーシティ・マネジメントの現状と課題につ
いて、以下の点を明らかにしている。   
多様な人材が活躍するためには、ダイバーシティ・マネジメントに適合する人事管理システムとして、
雇用管理と報酬管理の個別管理化と多様性を尊重する職場風土の醸成、さらにはダイバーシティ・マネ
ジメントを職場で具体化する管理職の職場マネジメントが不可欠であることを提示している。この点
は、事例研究においても確認された。 
本論文は、実証研究の多様な方法を駆使し、日本企業においてダイバーシティ・マネジメントを導入、
定着するための課題を、人事管理システムや職場マネジメントを含めて明らかにしたことが、研究面の
みならず、実務面でも高く評価できる。他方で、実証分析の中核部分が、社員の個人調査の認知に基づ
くものであり、企業の取り組みとの乖離がある可能性も否定できない。今後は、企業データと社員デー
タのマッチング分析など、今後の研究に期待したい。 
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